
 

発 言 通 告 書  
 

令和 3年 11月 30日 

松山市議会議 長   若 江   進  殿 

松山市議会議 員   小 崎 愛 子 

次のとおり通告します。   
 

発言順位 ２２ 受領日時 11月 30日 午前 11時 50分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 30 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨  

1 女性に関する諸問題について （１）「女性のための相談強化等事業」について 

   ①相談件数と相談者の年代について 

   また、どのような分類の相談があるのか。 

   ②「女性のための相談強化等事業」の継続について 

  （２）本市の小・中学校へ生理用品を配置することについて 

   ①生理用品を恒久的な無償配付の取組とすることについて 

   ②生理用品を女子トイレに設置することについて 

   

2 国保のがん検診について （１）本市の 2019年度と 2020年度のがん検診受診率を部位別に 

   問う。 

  （２）4年間の限定としている無料がん検診の今後の方向性を問う。 

   

3 高齢者のごみ収集について （１）社会実験に至った経緯と、3地区に設定した経緯について 

  （２）ごみ出し困難者への支援を、市内全域に発展させることについて 

   

4 市営住宅について （１）指定管理者の選定における評価と、今後、指定管理者が管理 

   していく団地数と戸数の 1年間の経費について 

  （２）市営住宅の応募状況と応募率の高い市営住宅の改善の方策に 

   ついて 

  （３）民間賃貸住宅の登録促進に向けたニーズの把握について 

  （４）連帯保証人の役割について 

   

   

   

   

   

   

 


